
 徳久 剛史 先生は、昭和62年から平成5年まで神戸大学医学部
教授（免疫学）を勤められたのち、平成5年より現在まで千葉大学
医学部教授（高次機能センター・生体情報分野及び医学研究院・
分化制御学）を勤められ、免疫学の分野において世界をリードする
研究を行われました。また、平成17年度から21年度まで千葉大学
大学院医学研究院長（医学部長）を勤められました。平成23年4月
以降は千葉大学理事（研究・国際担当）の重職を勤められ、平成
24年度には、博士課程教育リーディングプログラムやグローバル人
材育成推進事業（全学推進型）などへの採択に導くという目覚しい
成果をあげておられます。 
 本講演では、千葉大学における将来構想に基いた上記プログラム
等への対応についてご教示いただきますので、皆様奮ってご出席く
ださい。 

将来構想に基づく博士課程教育リーディングプログラム 
             

第67回シグナル伝達医学 
    グローバルCOE学術講演会 

日時：2012年10月17日（水）17：30～ 
場所：医学研究科 研究棟B 2F  第二講堂 
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千葉大学 理事 （研究・国際担当 ) 
  

        連絡先  ：「次世代シグナル伝達医学の教育研究国際拠点」 
            シグナル伝達医学グロ－バルCOE事務局 
            TEL : 078-382-5370 E-mail : gcoestm@med.kobe-u.ac.jp 
  


